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3)松沢即 巧(2007)チンパンジーの親から子で :『緑
の回廊』と 『サンクチュアリ』 節16回法然院夜

の森の故窮 (2007/05,京都).

4)松沢哲郎 (2007)チンパンジー研究からヒト赤ちゃ
ん研兜-.日本赤ちゃん学会節 7回学術集会

(2007/06,大宮).

5)松沢特郎 (2007)チンパンジーの親子と教育.第34
回BMSコンファレンス (2007/07,鳥羽).

6)松沢竹郎 (2007)チンパンジーの親子と文化.平成

19年悶気学会在業応用部門大会 (2007/08,大阪).

7)松沢哲郎 (2007)チンパンジーの知性,教守,文化.
名古屋大学池上研究会 (先端科学セミナー)

(2007/08,名古屋).

8)松沢哲郎 (2007)チンパンジーの親子と文化.摂南

大学図書館文化講演会 (2007/ll,寝屋川).

9)松沢哲郎 (2007)チンパンジーの親子と文化.節28
回全国クレーン安全大会 (2007/ll,名古屋).

10) 松沢哲郎 (2007)チンパンジーの親子と文化.京

都文化会議 (2007/12,京都).

ll)松沢哲郎 (2008)チンパンジーの心 .一新適塾一節

1回 ｢脳と心の神秘に迫る｣ (2008/01,豊中).

12)松沢哲郎 (2008)比較認知科学 :チンパンジー研究
から人間の本性の進化的基盤を探る.名城大学 ｢比

較認知科学研究所｣開所特別記念講演 (2008/01,名

古屋).

13)松沢哲郎 (2008)チンパンジーの親子と文化 日本

発達心理学会節19回大会 (2008/03,大阪).

14)田中正之 (2007)こどもの育ち方 ～ヒトとチンパ
ンジーの同じところ､違 うところ～.全国私立保育

園連盟青年会誌 (2007/11).
15)田中正之 (2008)幼児の成長発達 ～チンパンジー

研究からのヒント～.療育支援研修会 (第4回)愛

知県コロニー (2008/01,春日井)

16)友永雅己 (2007)心の進化と発達 -チンパンジー
とヒトの比較研究からわかること-.第 15回｢進化

を語る会｣ (2007/09,京都).

17)友永雅己 (2007)チンパンジーにおける社会的認知
の知覚的基盤 一顔の認識を中心に-.東京大学21
世紀 coE 『心とことばcoEセミナー』 (2007/ll,
東京).

認知学習分野

正耐 BT93(教授),松井智子 (准教授),南雲純治 (技術職

負),久保 (川合)南梅子 (2008年8月まで学振特別研究

負),親川千紗子,木場礼子,平石博敏,山口智恵子,三

浦優生,福島美和,柏木亜井,浮田玲子, 伊藤祐康 (大

学院生),加藤朱美,班迫qu_千 (技術補佐員)

<研究概要>

All)言語習得の身体的基盤の駆知神経科学的研究

正誘引吉男,松非智子,三浦位生,柿木亜井,浮田玲子,

伊伸7IJ'1.,7卓

主に耶射iq迎氾位の計測をmいて,他肴の視線の方

向が対人知光に及ぼす効果や,会話における詣者の心

のうちの推測についての実験的研究を行い,学会発衣

と論文の形で報告した.

A-2)学習困難を持つ子どもの心理現題遂行時の脳内機

序の解明および支援プログラムの評価

正高信男,久保 (川合)南海子 (京都大学こころの未来

研究センター),平石博敏,福応美和,伊頗祐朗

京都大学こころの未来研究センターにおいて,学習

に困難を示す子どもたちを対射 こ嫉脊研究を行った.

学習に困難を伴 う子どもたちのリテラシーに関する学

習を支援するための教材とカリキュラムを構成し,尖

施した.学習支援による脳機能の変化をNIRSを用いて

捉えることにより,本研究での学習支援の布川性と,早

習に困難を伴 う子どもの脳の可塑性が明らかになった.

B)コミュニケーションにおける r心の理飴｣と社会的
認知の相互的発達の検証

松井智子,正高信男,三浦俺生

コミュニケーションの更新を取り入れた r心の理論｣

課題を用いて実験を行い,標qLl的訳信念課題ができな

い3歳児にも対人的な場両での信念の理解が可能であ

ることが明らかになった.

C)機能語の習得に見る ｢心の理論｣発達の研究

松井智子,三浦優生

コミュニケーションにおける他者の心の理解は,行 ･

為の背後にある他者の心の理解に先んじて発達すると

いう仮説をたて,実験を通して,3歳前後の児童がどの程

度 ｢ね｣｢かな｣｢よ｣などの終助詞の意味を理解できる

のかを検証している.誤信念課題にこれらの終助詞理

解を組み入れた実験をもちいて,日本語とドイツ語と

の比較を行った.

D)行動実験制御装置およびプログラムの開発
柄雲純治

突放用プログラムおよびユーティリティの作成を行

った.

E)聴覚梢報処理の左右差に関する行動学的研究

正甜 古刀,布田啓iht(流動部門多様性保全分野),Alban
Lemasson(レンヌ節一大学),親川千紗子,加藤朱美 (技

術補佐員)
盃長桁を対象に聴党処理に関わる-}糾tTJ優位性を行動
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学的に検討している.霊長類研究所ではニホンザルを

対象に,共同研究としてフランスレンヌ第-大学では2
種のグェノン種を対象に比較実験を行っている.

F)テナガザルの音声コミュニケーション

親川千妙子,香田啓貴 (流動部門多様性保全分野),正高
信男

野生アジルテナガザルの歌の集団差を検討するため

に,マレー半島,スマ トラ島,ボルネオ島と大きく3つ
に分断された地域から10集団の音声を録音分析した.結

果,音声の集団差はある程度地理的な隔離状況や集団

間の遺伝的な距離によって説明されるようだが,その
一方で遺伝的は最も近接していると予測される集団間

で大きな塊団間変異を確認した.これは,集団間変異が,

純粋な迫伝的な差異によって説明されるものではなく,
音声の可変性という能力を基盤とした現象であること

が示唆された.

G)コモンマ-モセットの音声コミュニケーション

山口軌よ子,泉明宏 (国立精神 ･神経センター)

ペア飼育されているコモンマ-モセットを対象とし,
菅Pの柾頬や個体性の異なる音声刺激を用いた音声再

生突放をおこない,各刺激音声の違いがマ-モセット
の禿TiT行動に与える影響について検討した.

日)ニホンザルにおける同種他個体の性の認知に関する
実験的研究

木城礼子,泉明宏 (国立精神 ･神経センター)

ニホンザルを対象に,顔を手掛かりに同種他個体の
性別を弁別できるかをオペラント条件付け課題を用い

て検討した.また,顔画像の計測から得られたサルの顔
の形憶情報の性差が性弁別の手掛りとして用いられて

いるかを検討した.

I)近赤外分光法pIRS)による脳活動の測定

平石博敏,正高信男

呈示モダリティ (視覚,聴覚,視聴覚)と難易度の異
なるタッピング課題遂行時の脳血流変化を近赤外分光

法により測定し,活動部位の時間的変遷の違いがモダ

リティだけでなく,難易度の違いでも生じ,おもに前頭
極から活動が始まることを報告した.

∫-1)成人を対象とした脳波計測による自他情報の処理

揮田玲子,土居裕和 (長崎大学医学研究科),正高信男
自己/他者に関する情報処理を脳波計測により調べた.

結狐,刺激呈示後200msという早期段階で,自己情報は
他者情報と異なる情報処理が行われていることがわか
った.

また,多くの先行研究で報告されてきたように,自己

II'Jt紺が右半球優位で処理されていることを示唆.Lた.

J･2)特徴間の情報処理と統合

持田玲子,土居裕和 (長崎大学医学研究科),脇田真晴

(行政発現分野),正高信男

物FJ!塩で定義できる知覚的特徴 (色)と物理量で定義

できない認知的特徴 (数字の奇数 ･偶数)の情報がどの
ように処理･統合されるか行動指標とともに脳波計測を

用いて検討した.両特徴の情報処理 ･統合過程は並行し

ており,選択的に注意を払うことによって,効率的な特

徴の処理 ･統合を可能にしていることを示唆した.

K)話者の確信度理解の発達

松井智子,三浦優生

文末の助詞やイントネーションに示される,話し手
の確信度の強弱に関わる言語表現の理解の発達を検証

した.日本語話者 ･ドイツ語話者の3,5歳児を対象とし

た言語間比較,また小学校低学年の自閉症児 ･定型発達
児を対象にした比較検討を行った.

L)幼児高密度言語データベースの作成

松井智子,橋本亜井

一組の母子の自然会話の録音録画が,現時点で4歳6
ケ月齢まで終わっており,書き起こしも順調に進んで
いる.

M)幼児の不確定性の概念理解

松井智子,橋本亜井,天野成昭 OiTTコミュニケーショ

ン科学基礎研究所)
NTT幼児音声データベースを用いて日本語話者幼児

の自発的な発話を観察し,自然な状態における幼児の

心の発達の様子を,不確定性の言語表現という枠組み
からとらえた.

<研究業績>

原著論文

1) DoiH,SawadaR,MasatakaN.(2007)Theeffects
ofeyeandfaceinversionontheearlystagesofgaze
directionperception-An ERPstudy.BrainResearch
1183:83-90.

2) KodaH,OyakawaC,KatoA,MasatakaN.(2007)
Experimentalevidenceto山evolitionalcontrolorvocal
productioninanimmaturegibbon.Behaviour144:
68ト692.

3) Kubo-KawaiN･KawaiN･(2007)InterfereりceeLrectsby
spatialproximityandage-relateddeclineslnSpatial
memorybyJapanesemonkeys(Macacafuscata):
Deficitsinthecombineduseofmultiplespatialcues.
JoumalofComparativePsychology121(2):189-197.

4) MasatakaN,OhnishiT:ImabayashiE,HirakataM,
MatsudaH.(2007)Neuralco汀elatesf♭rleaningto
readRomannumerals.Brain皮language100:276-282.

5) Zitzer-ComfわrtC,DoyleI;MasatakaN,Korenberg∫,
BellugiU.(2007)Natureandnurture:Williams
syn血omeacrosscultures.DevelopmentalScience10:
755-762.

6) 平石博敏,橋本俊顕,森健治,伊藤弘道,原田雅史

(2007)高機能自閉症児の画像課題を用いたモラル
判断時の機能的MRlによる脳活動.脳と発達

39(5):360-365.

著書 (単著)

1) 正高信男 (2007)ヒトはなぜヒトをいじめるのか

pp.173講談社.

著書 (分担執筆)

1) MasatakaN･(2007)BabyTalk.(Creativityandthe
Brain)(ed.TbkoroM,MogiK.)p.75-90Wわrld
Scientific,London.

2) 松井智子 (2007)言語理解と心の理解. ｢韮長析iLE

-49-



化の科学｣(京都大学詔良桁研究所編)p.256-266京

都大学学術出版会.

その他の執準

1) 小林皆生,天野成昭.正誘引吉男 (2007)モバイル社

会の現状と行方 pp.273NTT出版.

2) 松井哲子 (2007)ことばが生まれる基盤とは ｢科

学｣77(6):70･78韮‡波耶店.

学会発表

I) FukushimaM,SugasawaraH,Yamamoto∫,MasatakaN.
(2007)TheEffectofTrainingforChildrcnwi1h
LeamingDifⅥcultiesonHemodynamicChangesinthe
PosteriorTemporalLobe.lntemationalMindBrainand
EducationConference.(2007/II,Texas,U.S.A).

2) KobaR,IzumiA,NakamuraK.(2007)Sex
discriminationofconspecifics'facialandhindquarter
picturesinJapanesemonkeys･Neuroscience2007the
Society-S37血anualmeeting(2007/11,SamDiego,
U.S.A.).

3) MasatakaN.(2007)ITizationandJaponesesociety.
KeynotetalkatthelothBATJAnnualConference
(2007/09,London).

4) MasatakaN.(2007)Japaneselanguageeducationand
e-leaning.Keynotetalkatthe12thEuropean
SymposiumonJapaneseLanguageEducationinEurope
(2007/09,London).

5) MasatakaN.(2007)Thepossibilityorcognitive
bottleneckinleamlngatSChoolthatiscausedbythe
delayorearlylanguageacquisition:Behavioraland
brain-imaglngevidence.lstconferenceofthe
lntemationalSocietyorMind,Brain皮Education
(2007/11,FortEorth,TX).

6) MiuraY,MatsuiT.(2007)Preschoolers'assessmentor
knOwledgestateofothersbasedonlinguisticand
behavioralinformation.ThelothIntemational

PragmaticsConference(2007/07,Gothenburg,
Sweden).

7) 橋本亜井,松井智子,天野成昭,近藤公久 (2007)1
-4歳児の文末助詞 ｢かな｣の使用と理解.言語科

学会第 9回年次国際大会 (2007/07,仙台).

8) 平石博敏 (2007)NIRSによる脳活動の時系列変化解

析の試み.第 25回日本生理心理学会 (2007/07,礼

幌).

9) 泉明宏,木場礼子,中村克樹 (2007)ニホンザルに
おける刺激等価性:同種他個体の写真を用いた対

称性の検討.第 67回日本動物心理学会 (2007/10,

東京).

10)木場礼子,泉明宏,中村克樹 (2007)ニホンザルに
おける顔の性差とその弁別.第 67回日本動物心理

学会 (2007/10,東京).

ll)久保 (川合)南杓子 (2007)CognitiveAgingを考える
一往恋機能は加齢に伴って低下するのか?.耶71回

日本心理学会大会 (2007/09,東京).

12)久保 (川合)柄梅子,川合伸幸 (2007)前齢者の行
1Jjl抑制とサイモン効果･.苅 71回日本心理学会大会

(2007/09,光京).

13)正芦別吉男 (2007)いじめを生む社会.第23回日本精

神術生学会節 23回大会 (2007/ll,東京).

14)正耐 吉男 (2007)認知心理学の可能性.日本認知心

理学会 第 5回大会シンポジウム (2007/05,京都).

15)三浦優生,松井智子 (2007)幼児による話し手の確
信度の理解一文未助詞とイン トネーションに示さ

れた手がかりから.吉富吾科学会第9回年次国際大会

(2007/07,仙台).

16)三浦優生,松井甲子 (2007)幼児による話者の確信
皮の理脈の発達.日本心理学会第 71回大会

(2007/09,東京).

17)西村剛,香EI]啓fl,親川千秒子,正高信男,二本松

俊邦 (2007)テナガザルの平戸生成 ･操作に関する

実験的研究.節 61回日本人柄学会大会 (2007,新

約).
18)油田玲子,土居裕和,正誘引古刀 (2007)身体運肋経

験が自己認識に与える形野.那 12回認知神経科学

会学術集会 (2007/07/22,福岡).

19)浮田玲子,土居裕和,脇田共析,正抑 話93(2007)

知覚的特徴と認知的特徴の統合についての検討.

日本視覚学会 2007年夏季大会 (2007/07,盟橋).

20)関谷浩史,陳彦辰,高木友博,松井智子 (2007)関
連性理論の認知原理に基づく意味表現の計算モデ

ル.日本語用論学会第 10回大会 (2007/12,枚方).

21)山口智恵子,泉明宏,中村克樹 (2007)相手の視認
性と音声の有無がマ-モセットの発声tに与える彫

響.節 67回日本動物心理学会 (2007/10,東京).

22)木場礼子 (2008)ニホンザルにおける視覚性弁別課
題を用いた性の認知.節 147回日本軌物心理学会例

会 (2008/03,名古屋).

23)浮田玲子,土居裕和,正抑 E;r93(2008)手'1!与き文字
における自己関連性の知光一ERPによる検討.

CREST第 5回領域内研究紺告会 (2008/03,f2:中).

講演

1) 正高信男 (2007)考えないヒト.岐(.I一脈仰物餅協会

研修講演会 (2007/05,関).

2) 正高信男 (2007)ヒトはなぜ子打てに悩むのか.辛

成 19年度京都市私立幼稚閑迎盟総会 (2007/06,京

都).

3) 正高信男 (2007)老いはこうして作られる 大阪府

高齢者大学開校式記念講演 (2007/06,大阪).

4) 正高倍男 (2007)IT社会と子育ての未来.第 15回島

根大学里仁会総会 (2007/07,松江).

5) 正高信男 (2007)ヒトはなぜ子育てに悩むのか.北

九州市私立幼稚園連盟教師研修大会 (2007/07,北

九州).

6) 正高信男 (2007)lT社会と日本人.耶 25回梢神医学

講座担当者会誌 (2007/08,京都).

7) 正副 言刀 (2007)メディア社会における子どもの育
ちと地域コミュニティの再生.子育てNPO活動者

研修全国大会 (2007/12,岡山).

8) 正村 古刀 (2007)天才はなぜ生まれるか?総合研究

大学院大学公開言経済会 (2007/12,三浦郡葉山町).

9) 正捌 吉男 (2007)子供と音楽.ヤマ-音楽教育シス

テム講師フォーラム2007(2007/12,神戸).

10)正高信男 (2007)子供と音楽.ヤマ-音楽教育シス

テム講師フォーラム2007(2007/12,舞浜).
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